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2■広報ふじみ

可
燃
ご
み
を
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サ
イ
ク
ル
資
源
に
!

可
燃
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
に
!

　
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
物
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
買
っ

て
、
た
く
さ
ん
捨
て
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
習
慣
の
積
み
重
ね
か
ら
、
生
活
環
境
は
著
し
く
汚
染
さ
れ
、
自
然
の
生
態
系
ま
で
が

破
壊
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
健
康
に
生
活
で
き
る
環
境
を
守
り
、
次
世
代
に
も
健
全
な
環
境
を
引
き
継
ぐ

た
め
に
は
、
ご
み
を
資
源
と
す
る
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

―
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
―

　
下
段
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
18
年
度
に
諏

訪
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
さ
れ
た
可
燃

ご
み
の
組
成
で
す
。

　
生
ご
み
47
％
　
紙
類
24
％
　
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
10
％
と
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可

燃
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
が
、
資
源
と
し
て
再

利
用
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
資

源
を
有
効
に
活
用
で
き
た
ら
、
も
っ
と
も

っ
と
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
生
ご
み
類

　
家
庭
で
最
も
有
効
な
形
で
自
然
に
還
元

　
で
き
る
資
源
で
す
。
ホ
ー
ム
コ
ン
ポ
ス

　
ト
な
ど
を
使
い
、
家
庭
か
ら
で
る
生
ご

　
み
を
た
い
肥
化
し
て
家
庭
菜
園
な
ど
に

　
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
紙
類

　
ノ
ー
ト
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
ト
イ
レ
ッ
ト

　
ペ
ー
パ
ー
な
ど
新
た
な
紙
類
に
再
生
さ

　
れ
ま
す
。
（
汚
れ
た
も
の
は
燃
え
る
ご

　
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
４
月
か
ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

　
平
成
14
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
に
町
か

ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
量
は
、
別
表

１
の
と
お
り
で
す
。
平
成
18
年
度
は
１
人

１
日
当
り
８
８
７
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
出
し

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
前
年
と
比
べ
る
と
ご
み
の
量
は
減
り
ま

し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
は
、
現
在
諏
訪
南
行
政
事
務

組
合
を
組
織
す
る
茅
野
市
、
富
士
見
町
、

原
村
の
３
市
町
村
が
茅
野
市
に
あ
る
諏
訪

南
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み
、
焼
却
処

理
を
し
て
い
ま
す
。
３
市
町
村
合
わ
せ
る

と
、
１
年
間
に
お
よ
そ
２
万
５
千
ト
ン
の

可
燃
ご
み
が
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
中
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
？

町
中
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
？

焼
却
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れ
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燃
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す

焼
却
さ
れ
る
可
燃
ご
み
は

　
　
　
　
　
　
資
源
の
山
で
す

ち
ょ
っ
と
ず
く
を
出
し
て

　
　
　
　
資
源
に
ま
わ
そ
う
！

ち
ょ
っ
と
ず
く
を
出
し
て

　
　
　
　
資
源
に
ま
わ
そ
う
！

富士見町ごみ処理量年次別推移（別表1）

年　度 可燃ごみ 不燃ごみ 資源物 合　計 リサイクル率

１４年度

１５年度

１６年度

１７年度

１８年度

３,８４７ｔ

３,８７５ｔ

３,９１３ｔ

３,９１０ｔ

３,８９４ｔ

５８４ｔ

５８３ｔ

４９８ｔ

４７２ｔ

４７３ｔ

リサイクル率＝資源物÷合計処理量

６６１ｔ

６９４ｔ

７６８ｔ

６９２ｔ

６６１ｔ

５,０９２ｔ

５,１５２ｔ

５,１７９t

５,０７４t

５,０２８t

１２.９８%

１３.４７%

１４.８３%

１３.６４%

１３.１４%

関心が集まるプラスチック類の収集（高森）関心が集まるプラスチック類の収集（高森）

木・竹・わら類
６%

陶器・土類
１%

金属類 １% その他
４%

布類 ７%

プラスチック類
１０%

紙類 ２４%

生ごみ
４７%

可燃ごみの組成

・
・



　
ご
み
を
出
す
時
に
は
可
能
な
か
ぎ

り
分
別
し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
に
は
、
物
を

買
う
前
に
そ
れ
が
本
当
に
必
要
か
ど

う
か
よ
く
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
を
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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可燃ごみをリサイクル資源に！

　
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
分
け
て
収
集

　
し
て
い
ま
す
。
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

　
と
し
て
熱
や
圧
力
を
加
え
、
元
の
石
油

　
や
基
礎
化
学
原
料
に
戻
し
て
か
ら
再
利

　
用
さ
れ
ま
す
。

�
布
　
類

　
洗
濯
を
し
て
出
せ
ば
雑
巾
・
海
外
向
け

　
古
着
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
じ
ゅ
う
た
ん
の
下
敷
の
ク
ッ
シ

　
ョ
ン
材
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

�
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
ケ
ー
ス
や
靴
の
材
料

　
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
（
汚
れ
た
も

の
は
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

�
木
・
竹
・
わ
ら
類

　
剪
定
木
を
チ
ッ
プ
化
し
て
植
木
の
周
り

　
な
ど
に
敷
く
と
雑
草
が
生
え
な
い
な
ど

　
の
利
用
法
が
あ
り
ま
す
。

◇

◇

□

◇

◇

　
ふ
じ
み
サ
イ
ク
ル
は
、
ご
み
減
量
へ
の

取
り
組
み
を
目
的
に
、
平
成
13
年
に
結
成

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
会
員
は
現
在
50

代
か
ら
80
代
ま
で
25
名
、
毎
月
２
回
ず
つ

集
ま
り
、
消
費
生
活
の
見
直
し
や
資
源
物

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
も
の
が
あ
ふ
れ
る
時
代
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
も
流
行
を
追
っ
て
次
か
ら
次
へ
と
新
し

い
衣
服
を
買
い
、
そ
の
多
く
が
タ
ン
ス
の

肥
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
じ
み
サ
イ
ク

ル
で
は
古
着
の
活
用
に
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
今
回
は
会
の
講
師
を

務
め
る
五
味
玲
子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

　
五
味
さ
ん
は
長
年
洋
裁
を
手
が
け
、
子

ど
も
さ
ん
の
小
さ
い
頃
は
下
着
ま
で
手
づ

く
り
し
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
ま
だ
も
の

の
な
い
時
代
で
、
使
い
古
し
た
衣
類
を
工

夫
し
て
子
ど
も
用
の
洋
服
な
ど
に
仕
立
て

直
し
、
今
そ
の
経
験
が
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
会
で
は
、
着
な
く
な
っ
た
着
物
や
洋
服

を
今
着
た
い
デ
ザ
イ
ン
に
作
り
替
え
た
り
、

傷
み
の
少
な
い
部
分
や
小
ぎ
れ
を
使
っ
て

帽
子
や
バ
ッ
ク
、
の
れ
ん
な
ど
の
他
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
小
物
な
ど
を
作
り
、
手
づ

く
り
の
楽
し
み
も
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
じ
み
サ
イ
ク
ル
で
は
家
庭
の

も
の
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
用
の
介
護
エ
プ
ロ
ン
や
踏
み
台
な

ど
恋
月
荘
や
紅
林
荘
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

も
の
を
古
布
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
を
利
用

し
て
作
り
、
寄
付
し
て
い
ま
す
。
現
場
の

声
を
聞
き
、
使
い
勝
手
の
良
い
介
護
用
品

を
工
夫
し
て
作
る
活
動
も
、
ご
み
減
量
だ

け
で
な
く
社
会
へ
の
大
き
な
貢
献
で
あ
り
、

た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

不
用
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を
有
効
活
用

し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
、
お
宅
で
も
は
じ
め
ま

せ
ん
か
！

「
も
の
を
大
切
に
使
う
」 

そ
れ
が
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す

―
ふ
じ
み
サ
イ
ク
ル

―

※材料に壊れた傘の生地を利用す
　れば、防水効果もあります。
※縫い合わせた部分と手に持つ部
　分をバイアスで包むと、袋が強く
　なり見た目もよくなります。

　古着のリフォームを始めたら、
昔の着物や洋服などを下さる方
もおり、会のメンバーも増えま
した。どんなものに作り替えよ
うかと考えるのも大きな楽しみ
のひとつです。
　70代になり、この活動が生き
る喜びになっています。贅沢な
世の中ですが、これからはもの
を大切にすることが必要な時代、
生涯現役でがんばりたいと思い
ます。

五味玲子さん（栂沢）と

着物からリフォームした洋服

情報交換しながらリフォームに取り組む会員の皆さん
ふじみサイクル　　 岡崎さん　☎62-2764

マイバックの作り方

《布の大きさ》
１２０cm×５０cmの物を
二つ折りにして裁断

《縫い合わせる部分》

５０cm

２６cm

１４cm

１０cm ２cm

【おとす部分】

（わ） （わ）

＊ ＊
＊

　
ふ
じ
み
サ
イ
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
ご
み
減
量
の
第
一
歩
、

マ
イ
バ
ッ
ク
（
買
物
用
手
提
げ
袋
）
の
作
り
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
左
図
を
参
考
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

イ
バ
ッ
ク
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
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　 建設課内　土地開発公社事務局　☎62-9212　　9212　Eメール:kensetsu@town.fujimi.nagano.jp有

富
士
見
町
土
地
開
発
公
社
の
現
状

富
士
見
町
土
地
開
発
公
社
の
現
状

―
平
成
１８
年
度
決
算
状
況
と

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
度
事
業
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

―

【平成18年度決算】
（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

　平成18年度の土地開発公社事業では、町の委託に基づく公有用地の新規取得及び

処分はなく、土地造成事業として富原工業用地に隣接する土地を１件販売するに留ま

りました。

【平成19年度事業計画】
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

○公有地取得事業

　町等からの依頼により逐次先行取得を行い、町の予算に基づき保有する公有用地の売却を行います。

○土地造成事業

　完成土地（各住宅用地・工業用地）の販売（販売価格の見直し）と未成土地の管理を行います。

＊収益的収入及び支出（販売と経費）
　　事業収益

　　　　土地造成事業等� 1,114千円�（収益的収入）

　　　　雑収益（町からの補助等）� 11,026千円�（収益的収入）

　　　　収入合計� 12,140千円

　　事業支出

　　　　土地造成事業原価� 8,705千円�（収益的支出）

　　　　支払利息等� 2,221千円�（収益的支出）�

　　　　販売費及び一般管理費� 1,183千円�（収益的支出）�

　　　　支出合計� 12,109千円

　　　　　　　　　（収入）－（支出）＝ 31千円 （当期純利益）

＊資本的収入及び支出（事業継続に必要な費用）
　　資本的収入

　　　　借入金� 1,811,000千円�（資本的収入）

　　　　運用資金（町からの補助）� 7,000千円�（資本的収入）�

　　資本的支出

　　　　借入金償還金� 1,820,000千円�（資本的支出）

　　　　支払利息等� 6,503千円�（資本的支出）

　　　　　　　　　（収入）－（支出）＝△8,503千円�
   　　　　※ △8,503千円については、当年度損益勘定留保資金で補てん。

※平成18年度の決算にあたり、町より18,000千円の支援を受けました。

　分譲中の住宅用地の販売等、今後も自助努力により、健全な経営を目指します。

〈予　算〉
＊収益的収入及び支出
　　　事業収益（土地造成事業等）� 33,803千円

　　　事業原価（土地造成事業原価等）�27,749千円

　　　予定収益額� 6,054千円

＊資本的収入及び支出
　　　資本的収入（借入金）� 1,801,253千円

　　　資本的支出（土地造成事業費・借入償還金）�

� 1,824,814千円

　　　　（収入）－（支出）＝△23,561千円
　　　※不足額については、当年度損益勘定留保資金で補てん。

※未成土地には経費である借入金の利息や

　固定資産税が毎年簿価に算入され、資産

　は増えた形になっていきますが、現在の

　実勢価格ではありません。今後も庁内の

　支援検討委員会、外部団体にも協力をい

　ただきながら、未成土地の有効活用策な

　どについて検討していきます。

今後も、土地開発公社の経営状況等については、随時お知らせしていきます。

問
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富
士
見
町
の
国
民
健
康
保
険
の

状
況
は
、
被
保
険
者
数
は
こ
こ
数

年
横
ば
い
で
、
賦
課
対
象
と
な
る

所
得
総
額
や
固
定
資
産
税
額
は
前

年
度
に
比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
の

な
か
、
被
保
険
者
一
人
当
り
の
医

療
費
の
伸
び
は
、
昨
年
度
の
大
幅

な
医
療
制
度
改
正
等
に
よ
り
鈍
化

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
料
率
は
、
昨
年
度
に
比
較
し
て
、

今
年
度
は
医
療
一
般
分
で
一
人
当

り
10
・
28
％
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
所
得
割
・

資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
按

分
に
よ
り
算
定
さ
れ
、
納
付
義
務

者
は
世
帯
主
で
す
。
（
世
帯
主
が

国
保
以
外
に
加
入
し
て
い
る
場
合

で
も
、
そ
の
世
帯
内
に
国
保
加
入

者
が
い
る
場
合
は
、
世
帯
主
が
納

付
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
但
し
、

届
出
に
よ
り
国
保
の
世
帯
主
変
更

も
可
能
で
す
。） 

ま
た
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
介
護
保
険

料
も
合
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
は
、
平
成
19
年
度
中
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
の
総
額
か
ら
、

既
に
お
知
ら
せ
を
し
て
納
付
さ
れ

て
い
る
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
保

険
料
を
差
引
い
た
残
額
を
平
成
20

年
の
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間
で
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
国
保
加
入
者
で
人
間
ド
ッ
ク
に

か
か
っ
た
方
に
は
、

　
一
泊
ド
ッ
ク
・・・
３
万
円

　
日
帰
り
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
・・・
１
万
５
千
円

の
補
助
が
世
帯
主
宛
に
出
ま
す
。

　
領
収
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

振
込
先
の
口
座
番
号
を
控
え
て
、

国
保
年
金
係
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

国 保 だ よ り

　
6
月
定
例
町
議
会
で
富
士
見
町
の
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
保
険
料
は
、
医
療
費
の
状
況
や
被
保
険
者
の

所
得
状
況
・
資
産
状
況
等
よ
り
、
毎
年
料
率
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。
7
月
の
納
税
通
知
書
等
と
一
緒
に
お
送
り
す
る
「
国
民
健
康
保

険
料
決
定
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
１９
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

【
人
間
ド
ッ
ク
健
診
補
助
】

【 介護分】

所得割

資産割

均等割

平等割

1.44％

9.35％

9,187円

5,971円

【医療分 】

所得割

資産割

均等割

平等割

4.63％

19.64％

17,043円

15,718円

■自営業者　■農業・漁業従事者

■パート・アルバイトなどで職場の健康保険に加入していない人

国保の加入者とは

■職場の健康保険などの資格がなくなった日（退職した日の翌日）

　※届出には離職票や退職証明書が必要です。

■他の市区町村から転入した日

■生活保護を受けなくなった日

■出生した日

国保に加入する日

■職場の健康保険などに加入した日の翌日　

　※届出には加入した健康保険証か加入したことがわかるものと

　　国保の被保険者証が必要です。

■他の市区町村へ転出した日の翌日

■生活保護を受け始めた日

■死亡した日の翌日

国保をやめる日

パートやアルバイトの皆さんは、ご加
入の健康保険を確認してください。

就職して社会保険等に加入したら、国
保をやめる手続きが必要です。
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☆保健指導対象者を選定・保健指導します

☆結果がもとめられます

―平成20年度4月から健診事情が変わります―

　平成20年4月から、高齢者医療確保法に基づいて、40歳から74歳の加入者を対象に「特定健診・保健

指導」が実施されます。（すべての医療保険で実施義務となります。）

　市町村は、国保保険者の立場として、国保加入者についてのみ健診の実施義務を負います。

　※被用者保険の加入者は、その保険者が特定健診を実施します。

　※この「特定健診」は、保健指導が前提の健診です。

　これは、医療機関にお世話になる前に、メタボリックシンドローム（生活習慣病予備群）の予防や改善を

しようとするもので、特に近年糖尿病等の生活習慣病の割合が増していることから、これを2015年まで

に25％減少（2008年と比較）させ、それらにかかる医療費も国全体で2兆円削減することを目標として

います。

国 保 だ よ り

メタボリックシンドロームを予防・改善するための
　　　　　 新たな健診と保健指導がはじまります・・・

メタボリックシンドロームを予防・改善するための
　　　　　 新たな健診と保健指導がはじまります・・・

健診受診者全員に、健診結果

と同時に、個々に適した情報

を提供します。

情報提供レベル

個別面接で生活習慣改善の

アドバイスを行い、約半年後

に実施状況を確認します。

動機づけ支援レベル

個別面接で具体的なアドバ
イスや目標などをたて、３ヶ
月以上継続的・定期的な支援
を行い、約半年後に実施状況
を確認します。

積極的支援レベル

上記の大きな目標を成し遂げるため、国民健康保険には３つの目標があります。

　① 特定健診実施率（受診率）＝６５％以上

　② 特定保健指導実施率＝４５％

　③ メタボリックシンドローム該当者・予備群の減少＝１０％

　※目標値は、いずれも平成２４年度までの参酌標準

今後、健診申し込みや保健指導の案内がきましたら、積極的な参加をお願いします。

40歳こえたら、まず健診を!

平成18年度基本健診（ヘルススクリーニング）受診状況
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〈対象者〉�＊富士見町国民健康保険に加入されている方で,肥満･高脂血症･糖尿病･高血圧などが

�   気になる方

� ＊男性で腹囲85cm以上、女性で腹囲90cm以上の方

� ＊血圧：収縮時（最大）130mmHg以上、または拡張時（最小）85mmHg以上の方�

　　　　　　　（現在病気療養中で、医師から運動を止められている方は参加できません。）

　 住民福祉課国保年金係　☎62-9111　　62-4481　　9111

国 保 だ よ り

平成19年度 健康ふじみ国保ヘルスアップ事業

元気はつらつ『富士見町 スッキリ！ スリム教室』
参加者募集

元気はつらつ『富士見町 スッキリ！ スリム教室』
参加者募集

　最近よく耳にする「メタボリックシンドローム」とは、内臓脂肪がたまり、生活習慣病など様々な病気を

招きやすくなっている状態のことをいいます。今年度町国保では、メタボリックシンドロームや生活習慣病

が気になる方を対象に、「富士見町 スッキリ! スリム教室」を開催します。

　この教室は、専門家の指導のもと、生活習慣病を改善して心身ともに健康になることを目的としています。

下記のとおり参加者を募集しますので、ご参加ください。

教　室　日　程　予　定　【積極的支援コース】

・肥満解消、高血圧、血糖値やコレステロール値改善のための簡単な運動や食生活改善のコツを指導

　します。（初回には、専門の講師によるお話しがあります。）

・講習会での指導をもとに、自宅で実践、記録します。

・講習会の最後に記録表を提出していただき、成果をみます。

・募集人員　２４名程度

　　（今後､ヘルススクリーニングの結果等から参加通知を差し上げる方もおります。）�

・お申し込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。あらかじめご了承ください。

〔応募方法〕　住民福祉課国保年金係へ電話またはファックスでお申し込みください。

〔応募締切〕　7月27日（金）

〔会　場〕　保健センター　町民センター 他　　　　〔参加費〕　無　　料

※内容については、変更となる場合がありますので、ご了承ください。

実　　施　　内　　容 予　 　定　 　日 時　　　間

8月27日（月）

9月3日（月）～13日（木）
のいずれか1日

9月28日（金）

10月17日（水）

10月20日（土）

11月2日（金）

11月13日（火）・15日（木）
のいずれか1日

12月11日（火）

1月16日（水）

2月7日（木）

2月29日（金）

午前

午後

午後

午前または午後

午前

午後

午前または午後

午後

午前または午後

午後

午前または午後

開講式（身体測定・オリエンテーション）
基礎講座、食事調査依頼

初回個別支援・目標設定

運動教室㈰

個別栄養相談

ウォーキング講習会

運動教室㈪

中間個別支援・中間評価

運動教室㈫

閉講グループ支援・グループワーク

フォローアップ運動教室

6ヶ月後評価（腹囲測定・血圧測定）

第 1 回

第 2 回

第 7 回

第 11 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 8 回

第 9 回

第 10 回

問 有℻申込



8■広報ふじみ

子宮検診・マンモグラフィ検診のお知らせ子宮検診・マンモグラフィ検診のお知らせ

　 住民福祉課保健予防係（保健センター内）　☎62-9134　　9134

　子宮検診とマンモグラフィ検診を下記のとおり実施します。申し込みをされた方は受診してください。ま

だ申し込みをされていない方で、受診を希望される場合は、住民福祉課保健予防係（保健センター）へお申

し込みください。

■対象者：落合地区・境地区・新田区・桜ヶ丘区の方で、今年度20歳以上の女性

　　　　　＊妊娠中の方は受診しないでください。

■日　程

■検診自己負担金：1,000円（検診当日お持ちください。）

　　　　　＊下記の方は、自己負担金が免除になります。

■対象者：落合地区・境地区・新田区・桜ヶ丘区の方で、今年度40歳から74歳までの女性

　　　　　ただし、次の方は対象になりません。

　　　　　・背中が曲がっている方、まっすぐ立っていられない方（７分程度）

　　　　　・心臓ペースメーカーを設置している方

　　　　　・乳房内に人工物が入っている方

　　　　　・すでに自覚症状のある方（乳房に明らかなしこりを触れる方、乳頭からの分泌物がある方、

　　　　　　乳頭に湿疹のような変化のある方、片側乳がん手術後の方）

　　　　　＊自覚症状のある方は、なるべく早く専門医を受診してください。

■日　程：９月４日（火）・５日（水）・６日（木）・７日（金）の５日間

　　　　　＊午前９時から午後３時のうちで 完全予約制です。

　　　　　＊申し込みをされた方には、検診の受診案内を８月３日までに

　　　　　　送付します。

■場　所：保健センター

■検診自己負担金：2,000円（検診当日お持ちください。）�

　　　　　＊下記の方は、自己負担金が免除になります。

■申込締切：７月10日（火）

　　　　　＊完全予約制の検診のため、必ず受診できる方のみお申し込みください。

①昭和13年４月１日以前に生まれた方。

②65歳以上で障害の認定により老人保健法医療受給者証をお持ちの方で申し出のあった方

③生活保護法（昭和25年法律第144号）の規定による生活保護を受けている世帯に属する方で申し出の

　あった方

④当該年度分の町民税非課税世帯に属する方で申し出のあった方

＊ 自己負担金免除の申し出方法につきましては、検診を申し込まれた方に後日通知します。�

子 宮 検 診

マンモグラフィ（乳房のレントゲン）検診

〈検診自己負担金が免除される方（無料の方）〉

期　　　　日 場　　　所 受　　　付　　　時　　　間

保健センター

＜受付時間＞

　午後1時15分から午後2時まで�

＜注意事項＞

　＊番号札は午後1時にお出しします。�

　＊午後1時10分より「検診の流れ、注意事項等」について説明します。

7月27日（金）

8月06日（月）

8月08日（水）

8月20日（月）

9月14日（金）

　子宮検診・

マンモグラフ

ィ検診は、2年

に1回の検診

になります。

　大切な子宮・

乳房を守るた

めに、まずは

検診を受けて

みましょう。

問 有申込
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　 富士見町商工会　☎62-2373

　 独立行政法人
　　 平和祈念事業特別基金
　 無料電話　0120-234-933
　　 （月～金　午前9時15分～
　　　　午後５時15分　祝日休み）
　 ホームページ　　
　　 http://www.heiwa.go.jp

デマンド交通
「すずらん号」 からのお願い

　デマンド交通「すずらん号」は、運行開始から３年が経

ちました。商店街や病院などへの交通手段として多くの方々

にご利用いただき、ありがとうございます。

ご利用の際は、次の事項に注意してご乗車いただきますよ

うお願いします。

＊「すずらん号」は目的地に直行する通常のタクシーとは

　異なり、「相乗り」ですので時間に余裕のある場合にご

　利用ください。安全運行を心がけておりますので、時間

　が遅れる場合もあります。

＊予約の受付締め切りは発車時刻の30分前までです。満員

　の場合は、ご利用できないこともあります。

＊木戸先の狭いお宅は、広い場所まで出てお待ちください。

＊予約をキャンセルする場合は、必ず予約センターまでご

　連絡ください。

＊要介護者のご利用は、介助できる方が同乗する場合は受

　け付けますが、原則として、一人で車両に乗車・下車で

　きる方のみとします。

＊車内事故防止のため、車が完全に停車するまで座席を立

　たないでください。

今後とも、「すずらん号」の運行にご協力をお願いします。

すずらん号予約センター　☎61-1133

恩給欠格者･戦後強制
抑留者･引揚者の皆様へ
　平和記念事業特別基金では、旧

軍人等で恩給を受けていない恩給

欠格者、 戦後、 ソ連やモンゴルに強

制抑留された方及び終戦に伴い本

邦以外の地域から引き揚げてこら

れた方 「ご本人」 に、改めて慰藉の

念を表すため、 内閣総理大臣名の 

『特別慰労品』 を贈呈しています。

　過去に内閣総理大臣名の書状等

を受けられた方、書状等の請求を

されなかった方も対象になります。

　該当される方は、独立行政法人

平和祈念事業特別基金へ平成21年

３月31日までに申請してください。

なお、申請書は住民福祉課社会福

祉係（☎62-9144　　9144）

にあります。

参議院議員通常選挙投票日は、7月29日（日）です！参議院議員通常選挙投票日は、7月29日（日）です！参議院議員通常選挙投票日は、7月29日（日）です！
公示日：7月12日（木）　期日前投票期間：7月13日（金）～28日（土）

―棄権することがないよう投票に行きましょう―

参議院議員通常選挙の詳しい内容は、７月１日発行「選挙ふじみ」をご覧ください。

◆◆ご存知ですか？「郵便等による不在者投票」◆◆
　投票日に投票所へ行くことが困難な重度の障害がある選挙人については、郵便等による不在者投票ができます。

　郵便による投票を行うためには、 事前に町選挙管理委員会から、「郵便等投票証明書」の交付 を受けていることが

必要です。

郵便等による不在者投票の対象者
○身体障害者手帳の障害の程度

　　　1級～3級

○戦傷病者手帳の障害の程度　

　　　特別項症・第1～3項症

○介護保険の被保険者の要介護状態区分

　　　要介護5

　「郵便等投票証明書」の申請手続きは、

町選挙管理委員会事務局（☎62-9403 

　 9403）へお問い合わせください。

郵便等投票証明書の交付申請手続き

富
士
見
町

選
挙
管
理
委
員
会

選
　
挙
　
人

㈰証明書の交付を申請します

㈪郵便等により送付します

身体障害者手帳
戦傷病者手帳
介護保険の被保険者証

郵便等投票証明書

申請書
（署名必要）

有

有

問

問



午前9時30分より

役場3階会議室

7月11日（水）
8月22日（水）
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平成１９年７月１日発行
富士見町教育委員会

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

定例教育委員会

地域乳幼児相談

定例教育委員会

地域乳幼児相談

午前10時15分より

子育てひろばAiAi

7月19日（木）
8月23日（木）

7月15日（第三日曜日）は家庭の日です。
夏の夕べ、家族で散歩を楽しむなどゆったりした時間をもち、ふれあいを深めましょう。

通学路の安
全を見守ってくださる地域のみなさん通学路の安
全を見守ってくださる地域のみなさん通学路の安
全を見守ってくださる地域のみなさん

雨の日も、風の日も

ありがとうございます

雨の日も、風の日も

ありがとうございます
　　

立
沢
広
原
在
住
の
下
川
潤
さ
ん
が
、
平

成
17
年
11
月
（
広
島
県
）
、
同
年
12
月
（
栃

木
県
）
、
い
ず
れ
も
下
校
途
中
の
小
学
生
が

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

何
か
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
本
郷
小
学

校
に
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け

き
っ
か
け

地
域
に
協
力
を
よ
び
か
け
る

地
域
に
協
力
を
よ
び
か
け
る

　　
桜
ケ
丘
区
で
は
、
学
校
か
ら

の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
と
き
区

民
全
体
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

７
〜
８
名
の
有
志
が
集
ま
り
、

昨
年
４
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
18
名
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
交
替

で
活
動
、
２
名
一
組
で
新
田
中
央
道
橋
ま

で
児
童
を
出
迎
え
、
帰
路
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　
水
曜
日
は
全
学
年
が
一
緒
に
下
校
し
ま

す
が
、
他
の
日
は
低
学
年
と
高
学
年
で
時

間
が
違
う
の
で
、
別
々
に
出
迎
え
ま
す
。

週
５
日
、
９
班
の
割
り
ふ
り
は
、
そ
の
都

度
地
区
の
民
生
委
員
、
坂
本
一
美
さ
ん
が

行
っ
て
い
ま
す
。 桜

ケ
丘
区
の
活
動

桜
ケ
丘
区
の
活
動

＜6/8 午後3:40乙事＞　小雨が降り出す中、集団
から別れてひとりになる低学年児童を見守って歩く
下川潤さん

　
申
し
入
れ
を
受
け
た
本
郷
小
学
校
で
は
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
地
区
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
４
月
、
学
校
で
は
下
川
さ
ん

を
は
じ
め
、
呼
び
か
け
を
受
け
て
地
域
で

通
学
路
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
児
童

に
紹
介
、
以
来
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
下

校
を
見
守
る
活
動
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

＜6/8　午後4時　新田中央道橋付近＞
大粒の雨の中、低学年児童を出迎える

＜6/8　午後4時すぎ＞　
低学年の下校を見守る野地義光さん、五味和秀さん

　
今
月
は
、
本
郷
小
学
校
の
通
学
路
2

ヶ
所
で
1
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
、

下
校
を
見
守
る
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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つ
い
先
頃
の
夕
暮
、
下
校
途
中

の
南
中
女
生
徒
が
声
を
か
け
て

く
れ
た
。「
こ
ん
に
ち
は
」
。
今
帰

り
と
尋
ね
る
と「
は
い
」。一
人
で
？

と
問
う
と
「
そ
こ
迄
友
だ
ち
と
一

緒
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

　
後
姿
を
追
い
な
が
ら
、
あ
の
笑

顔
の
中
に
楽
し
い
中
学
校
生
活

が
思
い
浮
か
ぶ
と
同
時
に
、
通
学

す
る
急
な
山
道
に
ふ
と
不
安
を

感
じ
ま
し
た
。

　
こ
こ
一
年
余
、
不
審
者
の
出
没

が
あ
ま
り
無
か
っ
た
と
は
言
え
、

忘
れ
た
頃
に
災
難
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ

る
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
友

だ
ち
や
家
族
の
皆
さ
ん
と
も
備

え
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
教
育
委
員
長
　
有
賀
　
千
秋

　梅雨明けからお盆まで。富士見の短い夏が始まろうとしています。
今年も有意義な夏の思い出をたくさんつくりましょう。（Ａ）

八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

教育委員会だより

　
町
内
小
・
中
学
校
体
育
館
付
近
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
が
設
置
さ
れ
、
学
校
内
で
は
も

ち
ろ
ん
、
社
会
体
育
で
も
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
社
会
体
育
等
で
グ
ラ
ン
ド
使
用
時
に
は
、
体
育

館
の
鍵
を
借
り
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　　
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、

子
ど
も
た
ち
も
す
っ
か
り
地
域
の
皆
さ
ん

に
馴
染
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る

と
い
い
で
す
ね
。

＜6/8　午後4:50　桜ヶ丘区内＞　後方から高学年の下校を見守る坂本一美さん、植松喜富さん

教育相談に
　　おでかけください

　発達に遅れのある子どもさんの育

て方や指導の方法、あるいは就学の

見通しなどについて、下記のとおり

教育相談を開催します。相談には教

育相談員及び障害児教育の専門的な

知識を有する者が応じます。相談を

ご希望の方はお申し込みください。

 ■と　き　　8月の指定日

 ■ところ　　町民センター研修室

 ■相談方法　担当者がチームを

 　　　　　　編成し個人面談を

 　　　　　　します

■と　き　　7月11日（水） 14：00～

■ところ　　茅野市役所　7階　701会議室

■参加方法　事前の予約が必要です

■日　程　　㈰14：00～14：30　利用説明・質疑応答

　　　　　　㈪14：40～個別相談会（予約）

　　　　　　　　（ひとりにつき30分・申込順）

■お申込・お問合せ　「塩尻地域若者サポートステーション」

　　　　　　☎0263（54）6155　午前11時～午後5時

　・・・「地域若者サポートステーション」とは・・・
　仕事に就けない若者が相当数にのぼる中、このような若者の

自立を支援するため、平成18年度より国が実施の「地域におけ

る若者自立支援ネットワーク整備モデル事業」により全国25箇

所に設置されました。

　教育機関や保健・医療機関、協力企業などと連携し、概ね15

才～35才までの職業についていない若者の職業的自立を支援し

ています。

【お申込・お問合せ】
　総務学校教育係　☎62-9235
　　　　　　　　　　9235

職業に就いていない若者の自立を支援する

「地域若者サポートステーション」
　　利用説明と個別相談会のお知らせ

小中学校体育館付近にＡＥＤを設置しました

富士見高原中学校体育館入口に
設置されたＡＥＤ

有
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　 住民福祉課保健予防係（保健センター内）
　　　　　　 ☎62-9134　　9134

　 住民福祉課社会福祉係
　　　　　 ☎62-9144　　9144

平成19年度平成19年度

ふじみ景観賞作品募集ふじみ景観賞作品募集ふじみ景観賞作品募集ふじみ景観賞作品募集
四季折々の景観写真を募集しています。

　　　　　　皆さん、ふるってご応募ください！

富士見酒害者回復クラブを
　　　　　　　　開催しています

＜酒害者回復クラブとは＞
　アルコール依存症の方々が、断酒を続けていくことを

目的として参加するグループです。

　参加者一人ひとりが、自分の体験や近況報告、そして

断酒への思いを自由に語ることにより、断酒を継続して

いくことができます。

　また、アルコール依存症の治療を受けた方に限らず、

家族の方や飲酒がやめられない等のアルコール問題を抱

える方も、思いや悩みを自由に語ることにより、アルコ

ール問題への対応方法等を学ぶことができます。お気軽

にご参加ください。

■開催日時　　毎週金曜日　午後6時30分～8時30分

■会　　場　　富士見町保健センター

福祉医療費を受給している皆様へ

福祉医療費受給者証
　　　更新のお知らせ
　現在お持ちの受給者証の有効期限

は７月31日までとなっています。（小

中学生を除く）

　新しい受給者証を７月末に郵送し

ますので、８月１日からは新しい受

給者証を使用してください。

　なお、古い受給者証は個人の責任

において破棄してください。

※健康保険証の変更や振込口座の変

更がある場合は、必ず届け出をして

ください。届け出をしないと、医療

費を振り込めない場合があります。

平成18年度【みどりの景観賞】佳作「白蓮」黒川　洋 氏撮影

（１）景観写真部門

　㈰眺望地点部門� 【パノラマ景観賞】

　㈪景観遺産部門� 【おたから景観賞】

　㈫ユニーク景観部門�【ユニーク景観賞】

　㈬ふるさと景観部門 �【ふるさと景観賞】

　㈭小学生部門� 【こども景観賞】

（２）景観創り部門（公道から見える景観）

　㈰建物景観部門� 【建物景観賞】

　㈪植栽部門� 【植栽景観賞】

　㈫景観事業部門� 【景観活動景観賞】

　　　（子供会等で行った植栽等の活動など）

＜募集部門＞

■応募締切　　平成20年１月11日(金) （作品の受付は随時）

■応募資格

　＊年齢、町内外居住を問わず、どなたでも応募できます。

■応募方法

　＊応募用紙に必要事項を記入し、カラープリント２Ｌキャ

　　ビネ版の写真を貼り、応募してください。（デジタルカメ

　　ラの場合は、写真専用紙にプリントしてください。）

　＊応募用紙は役場・コミュニティプラザ・町内カメラ販売

　　店などにあります。

　＊一人何点でも応募できますが、用紙１枚につき１作品と

　　してください。

　＊応募写真の返却はいたしませんので、ご了承ください。

〈その他〉

　＊（2）景観創り部門については、対象の建物、植栽、事業の管理者も賞の対象となりますので、個人の　　

　　所有地・所有物等を撮影して応募する場合は、所有者に応募並びに公表の承諾を必ず得てください。

　＊入賞作品は、景観意識の高揚を目的に、広く一般に公開展示をします。

　＊版権は所有者に帰属しますが、広報への掲載や展示公開等の権利は主催者にあるものとします。

　＊部門毎に、優秀賞１名、佳作２名を選考し、表彰式において記念品を贈呈いたします。

主　催：富士見町景観推進協議会・富士見町　

後　援：富士見町商工会・富士見町文化協会・富士見町観光協会

協　賛：富士見町内カメラ販売店

【応募・お問い合わせ先】
 〒399‐0292　富士見町落合10777
 　富士見町景観推進協議会事務局�
 　　（富士見町役場建設課都市計画係）
　　　　　　☎62-9217　　9217

問

有

有

問

有
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教

室

 

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

 

７
月
２５
日
（
水
）
〜
７
月
３１
日
（
火
）

〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

　
信
濃
路
は
　

　
　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の 

走
る
み
ち

〈
運
動
の
重
点
〉

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
県
内
の
交
通
事
故
死
者
の
う
ち
、

高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
約
５
割
で

す
。
夕
暮
れ
・
夜
間
の
歩
行
時
は
夜
光

反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

で
判
断
力
が
著
し
く
低
下
し
、
重
大

な
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を
実
践
し
、
飲
酒

運
転
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
後
部
座
席
を
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の

　

徹
底

　
全
国
の
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
は
わ
ず
か
10
・
８
％
で
す
。

後
部
座
席
で
も
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

　

止
　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
道
路
横
断
中

の
歩
行
者
や
自
転
車
に
関
わ
る
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
運
転
時
は
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

＊
集
落
や
グ
ル
ー
プ
等
で
交
通
安
全

　
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。
お
気

　
軽
に
建
設
課
管
理
交
通
安
全
係
（
☎

　
６
２
‐
９
２
１
６
　
　
９
２
１
６
）

　
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に

           

ご
理
解
と
ご
協
力
を

今
年
の
呼
び
か
け
は 

「
お
か
え
り
」

　
あ
な
た
に
信
じ
て
も
ら
う
。
そ

れ
だ
け
で
、
歩
き
出
せ
る
人
が
い
ま

す
。
あ
や
ま
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
決
意
を
、
ど
う
か
ま
っ
す
ぐ

に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
更
生
へ

の
道
の
り
に
は
、
あ
な
た
の
温
か
い

支
え
が
必
要
で
す
。
地
域
の
力
が

立
ち
直
り
の
力
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す

べ
て
の
人
が
、
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
、今
年
57
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
富
士
見
町
で
も
、
地
域
見
守
り
隊
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
保
護
司
会
・
更
生
保
護

女
性
会
で
も
、
こ
の
月
間
行
事
の
一

つ
と
し
て
７
月
１０
日
（
火
） 

午
後
１

時
３０
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

で
講
演
会
と
ビ
デ
オ
鑑
賞
を
行
な
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
て
理
解
を
深
め
、
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
富
士
見
町
保
護
司
会

　
　
　
　
　
更
生
保
護
女
性
会

    

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

　
　
　
　
　
　
相
　
談
　
所

　
警
察
で
は
、
身
内
の
方
な
ど
の
行

方
が
分
か
ら
ず
、
お
困
り
の
方
か
ら

の
相
談
に
年
間
を
通
じ
て
応
じ
て
お

り
ま
す
が
、
８
月
に
は
「
行
方
不
明
の

人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
所
の
開
設
日
時
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
相
談
に
訪
れ
る
際
は
、
担

当
の
係
員
が
事
件
等
で
不
在
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

に
関
す
る
情
報
及
び
、
長
野
県
内
に

お
い
て
身
元
不
明
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
所
持
品
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.n
a
g
a
n
o
.

　jp
/p
o
lic
e
/�

　 

茅
野
警
察
署
鑑
識
係

　 

☎
８
２
‐
０
１
１
０
　
内
線
３
５
１

     

キ
ッ
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
運
動
あ
そ
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

と
と
も
に
、脳
の
発
達
を
促
し
、体
力
・

運
動
能
力
の
向
上
を
目
指
す
親
子
参

加
の
教
室
で
す
。

■
主
　
　
催

　
富
士
見
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
設
立
準
備
委
員
会

■
日
時
・
会
場

＊
７
月
28
日（
土
）午
前
８
時
50
分
〜

　
　
　
富
士
見
小
学
校
体
育
館

＊
８
月
４
日（
土
）午
前
８
時
50
分
〜

　
　
　
本
郷
小
学
校
体
育
館

■
参
加
資
格

　
町
内
小
学
校
の
１
・
２
年
生
と
そ

　
の
弟
妹
・
同
伴
保
護
者（
概
ね
30
組
）

■
申
し
込
み
　

　
各
小
学
校
を
通
じ
て
、
町
民
セ
ン

　
タ
ー
内
社
会
体
育
係
へ
７
月
18
日

　
（
水
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

 

　
☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

 

さ
わ
や
か
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
幅
広
い
年
齢
層
で
気
軽
に
楽
し
め

る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
　
時

　
７
月
６
日（
金
）・
13
日（
金
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

■
会
　
　
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
体
育
室

■
受
講
対
象

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
し

　
て
い
る
方
。
職
場
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

■
内
　
　
容

　
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ

　
ー
ボ
ー
ル
（
変
形
ボ
ー
ル
を
使
っ

　
た
ミ
ニ
・
ゲ
ー
ム
）

■
申
し
込
み

　
当
日
受
付
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
チ

　
ー
ム
名
で
も
受
付
可
）

■
保
　
　
険

　
主
催
者
に
て
加
入

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

 

　
☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

お

知

ら

せ

相

談

〈行方不明の人を捜す相談所〉

日　　　　　時 場　　　　　所

年間を通じて
　午前9時30分～午後5時
　　（土・日・祝日を除く）

8月1日～8月31日
　午前9時30分～午後5時
　　（土・日・祝日を除く）

出張相談所　8月2日（木）
　午前9時30分～午後5時

警察本部鑑識課
（長野市松代町警察機動センター内）

☎（026）278-9500  内線512

茅野警察署刑事課
☎（0266）82-0110  内線351

松本警察署
☎（0263）25-0110

問

問

有

問

有

有
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平　出　とし子� 99歳� 修　身� 池　袋

五　味　千　里� 91歳� 俊　史� 小　六

小　平　眞　澄� 82歳� 八重子� 富士見

植　松　幹　夫� 75歳� 正　門� 富士見

小　林　　朝光� 82歳� 光　義�御射山神戸�

小　林　伸　一� 80歳� 忠　広� 高　森

小　林　絹　子� 88歳� 絹　子� 富士見�

平　出 　　　健� 84歳� 進� 池　袋�

伊　藤　松　雄� 82歳� 竹　夫� 富士見台

　　口　清　治� 85歳� 清　治� 上蔦木

平　出　巻　康� 79歳� 清　史� 田　端�

平　出　睦　裕� 91歳� 　　ゑ� 葛　窪

上　原　寧　子� 徹　郎� 亜　美�富士見ヶ丘

山　本　悠　佳� 武　邦� 洋　子�御射山神戸

窪　田　悠　依� 貴　晴� 佐知子� 富　里�

前　島　拓　哉� 利　彦� 奈津子� 塚　平�

功　力　悠　浬� 幸　司� み　わ� 池　袋�

五　味　晃　大� 竜　太� 美　希� 机

� ね� � ね

� ゆう�� か

� ゆ� � い

� たく�� や

� ゆう�� り

� こう��だい

 ■5月15日～6月14日の届出■ 〈敬称略〉
●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

結婚おめでとう

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

平出　和彦� 富　里

平出　恵美� 原　村

植松　正憲� 富士見台

宮澤　　藍� 上田市

名取　慎一� 先　能

森　　彩実� 南原山

結婚おめでとう
氏　名 出身地

くらしの情報

募

集

    

ヨ
ー
ガ
教
室
（
第
２
回
）

　
古
来
よ
り
イ
ン
ド
に
伝
わ
る
ヨ
ー

ガ
（
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
）
を
通
じ
て
、
心
と
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
し
、
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
　
程

　
８
月
７
・
21
・
28
日
、
９
月
４
・
11
日

　
（
全
火
曜
日
）
　
午
後
７
時
〜
午
後

　
８
時
30
分

■
会
　
　
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
第
２
研
修
室

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
し
て
い
る

　
方
（
男
女
不
問
・
男
性
も
歓
迎
し
ま

　
す
。
）
本
年
度
受
講
済
の
方
は
欠
員

　
が
あ
る
場
合
の
み
可

■
受 

講 

料
　
５
百
円（
保
険
料
）

■
定
　
　
員
　
14
名

■
申
し
込
み

　
受
講
料
を
添
え
て
、７
月
23
日（
月
）

　
ま
で
に
、
町
民
セ
ン
タ
ー
内
社
会

　
体
育
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

  

第
２２
回 

富
士
見
町
民
マ
レ

    

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
　
参
加
者

�
■
日
　
　
時

　
７
月
15
日（
日
）

　（
受
付
） 
午
前
８
時
〜
８
時
30
分�

■
会
　
　
場

　
町
民
広
場
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格

　
町
内
在
住
の
方

■
申
し
込
み
　
当
日
受
付

  

第
２２
回 

富
士
見
町
民
バ
ト

      

ミ
ン
ト
ン
大
会
　
参
加
者

�

■
日
　
　
時

　
７
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜

■
会
　
　
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
資
格

　
町
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
小

　
学
校
４
年
生
以
上
の
方

■
申
し
込
み

　
７
月
６
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
、

町
民
セ
ン
タ
ー
内
社
会
体
育
係
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

第
３６
回 

富
士
見
町
民
ソ
フ
ト

         

テ
ニ
ス
大
会
　
参
加
者

■
日
　
　
時

　
中
学
生
の
部
　
７
月
22
日（
日
）

　
一
般
の
部
　
　
７
月
29
日（
日
）�

　
　
午
前
８
時
30
分
〜

■
会
　
　
場

　
富
士
見
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
他

■
参
加
資
格

　
町
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中

　
学
生
以
上
の
方

■
申
し
込
み

　
７
月
12
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
に

　
町
民
セ
ン
タ
ー
内
社
会
体
育
係
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

   

第
３７
回 

富
士
見
町
民

          

水
泳
大
会
　
参
加
者�

■
日
　
　
時

　
８
月
19
日（
日
）　
午
前
８
時
〜

■
会
　
　
場

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
プ
ー
ル

■
参
加
資
格

　
町
内
に
在
住･

通
勤･

通
学
す
る
方

■
申
し
込
み

　
７
月
23
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に
、

　
小
中
学
生
は
各
学
校
へ
、
高
校
生

　
以
上
は
町
民
セ
ン
タ
ー
内
社
会
体

　
育
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

第
５８
回 

諏
訪
地
方
陸
上

  

競
技
選
手
権
大
会
　
参
加
者

�

■
日
　
時

　
８
月
19
日（
日
）　
午
前
８
時
〜

■
会
　
場

　
茅
野
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

■
参
加
資
格

　
平
成
19
年
度
長
野
陸
上
競
技
協
会

　
登
録
登
記
競
技
者
で
、
諏
訪
地
方

　
在
住
ま
た
は
諏
訪
地
方
へ
通
勤
通

　
学
の
中
学
生
以
上
の
者
及
び
諏
訪

　
地
方
出
身
の
大
学
生

■
参 

加 

料

　
中
学
生
　
無
料

　
一
般
及
び
高
校
生
　
５
百
円

■
申
し
込
み

　
７
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
、
大
会
事

　
務
局
（
☎
２
７
‐
１
４
５
５
）
へ
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
関
係

　
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
　

　
☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

問

問

有

有
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7月17日（火）・23日（月）・30日（月）・8月6日（月）

ふれあいセンターふじみ・清泉荘
休  館  日

ふれあいセンターふじみ・清泉荘
休  館  日

7月23日（月）

7月30日（月）

8月12日（木） 本郷・落合・境地区

8月16日（月）

7月19日（木） 富士見地区

8月12日（木） 富士見地区

7月19日（木） 本郷・落合・境地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

神戸・栗生・大平・松目
原の茶屋・花場・休戸

富士見・富里

下蔦木・上蔦木・神代・平岡
机・先能・瀬沢・富士見台

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

◆法律相談　　　　 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談　　 社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時 会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

結 婚 相 談
7月17・24・31日（火）
8月5日（日）
午後1時～午後6時

女 性 の た め の

悩 み 相 談
一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

主な行事主な行事

税 務 相 談
7月11日（水）・8月8日（水）
午前10時～正午

役場1階  101会議室
出 張 年 金
（ 徴 収 ）相 　 談

7月17日（火）
午前10時～午後6時

町民センター出 張 年 金 相 談 8月1日（水）
午前10時～午後3時

町民センター行 政 相 談 7月20日（金）
午前10時～午後3時

町民センター心 配 ご と 相 談 7月20日（金）
午前10時～午後3時

コミュニティ・プラザ法 律 相 談 8月10日（金）
午後1時～5時

7月11日（水）
8月8日（水）
午後2時～

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

茅野広域シルバー人材
センター（3階会議室）
☎73-0224

シルバー人材センター

入 会 説 明 会

16日（月）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

15日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

さくら藤沢薬局
☎61-1815

藤 沢 薬 局
☎62-2106

22日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

29日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-758605日（日）

高 原 病 院
☎62-3030

期　　日 当  番  医 当番薬局

7
　
　
　
　
月

8
月

14日（土）

15日（日）

16日（月）

21日（土）

22日（日）

28日（土）

29日（日）

14日（土）

15日（日）

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６２-６８１０

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

7
　
　
　
　
月

8 

月

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

月　　日 当　番　店

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

３２９３

８９４０

５３９６

有線電話

ゆりの里 オープン
富士見高原リゾート
「ゆりの里」

日　　　時 行　 事　 名 会　　　場

7月13日（金）
午前9時

夏のバザー
フリーマーケット

コミュニティ・プラザ
おまつり広場

7月22日（日）
午前10時～

富士見OKKOH
（オッコー祭り）

クリーンカルチャー
センター周辺

7月28日（土）
正午～

月イチ上映会
「ムーミン谷の彗星」

コミュニティ・プラザ
AVホール

7月28日（土）
午後2時～

図書館夏祭り
コミュニティ・プラザ

お祭り広場

日　　　時 行　 事　 名 会　　　場

7月31日（火）
午前10時30分～

夏休み工作
コミュニティ・プラザ

実  習  室
8月3日（金）
午前10時30分～

戦争のおはなし会 富士見町図書館
8月5日（日）
午前10時30分～

夜のおはなし会 富士見町図書館
8月7日（火）
午後7時～

※プラスチック類のみ

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750有

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

7月15日（日）
午前8時～

第22回 富士見町民
マレットゴルフ大会

町民広場
マレットゴルフ場

アクアビクス教室
（20日開講式）

海洋センタープール

8月10日（金）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

町民センター

第36回 富士見町民ソフト
テニス大会（中学生の部）

富士見高校テニスコート
他

7月22日（日）
午前8時30分～

フリースポーツデー
町民センター
海洋センター

7月20日（金）
午後7時30分～

7月20・27日（金）
8月3・10日（金）
午後6時30分～

7月16日（月）
午前8時30分～

第22回 富士見町民
バトミントン大会

町民センター

第36回 富士見町民ソフト
テニス大会（一般の部）

富士見高校テニスコート
他

7月29日（日）
午前8時30分～

多摩市共催
八ヶ岳子どもサッカー交流

町民広場総合運動場
多摩市立八ヶ岳少年自然の家

7月30日（月）～
8月1日（水）

キッズスポーツ教室 富士見小学校
7月28日（土）
午前8時50分～

キッズスポーツ教室 本郷小学校
8月4日（土）
午前8時50分～

小学生野球教室
町民広場野球場

（雨天：海洋センター）
8月5日（日）
午後5時～

親子水泳教室
（6日 開講式　10日 閉講式）

海洋センター プール
8月6日（月）～10日（金）
午後6時30分～

ヨーガ教室（第2回）
（7日　開講式）

8月7日（火）
午後7時～

問

有

有

問
要予約



地 域 乳 幼 児 相 談

あやこふれあいのひろば（水遊びを楽しもう）

乳 幼 児 相 談

　 住民福祉課保健予防係　☎62-9134　　9134
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◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

有

◆相談・教室

18月09日（木） 保健センター

町民広場（雨天：海洋センター）

午前9:30～10:30

17月18日（水） 午前9:30～9:45

17月19日（木） 午前10:15～11:15 子育てひろばAiAi
（町民広場：研修センター）

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　場

有

7月の保健日程7月の保健日程（7月11日～8月10日）

◆健康診査・予防接種

4 ヵ 月 児 健 診

7 ヵ 月 児 健 診

10ヵ 月 児 健 診

2歳 児 歯 科 健 診

3 歳 児 健 診

3 種 混 合

B C G

平成19年3月生まれの人

平成18年12月生まれの人

平成18年9月生まれの人

平成17年5月～6月生まれの人

平成16年5月～6月生まれの人

平成18年12月生まれまでの人

生後3ヵ月～6ヵ月未満で未接種の人

午後1:10（集合）

午後1:10（集合）

午後1:45（集合）

午後1:10（集合）

午後1:10（集合）

午後1:15～1:50（受付）

午後1:30（集合）

17月26日（木）

18月11日（水）

18月11日（水）

17月24日（火）

17月11日（水）

18月10日（金）

17月31日（火）

保健センター

事　　業　　名 対　　　　象 期　　日 時　　間 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

カルシウム  いっぱいとろうよ  骨じまん
平成18年度  落合小学校6年　濱　 実 さん

夏の元気は食事でつくる!!
　夏になると高齢者の方に限らず、若い方でも食欲の低下、疲労感、だるさ等で夏バ

テになる方が多くいらっしゃいます。今回は、食事の面から夏バテ予防についてご

紹介します。

１．回復に即効性があるのは砂糖
　私たちの体は血液の中の糖、脂肪酸をエネルギー源としているため、血糖値が低下

するとエネルギーの補給ができなくなり、動くこともできない疲労状態となります。一

般の食品は摂取してから体内に吸収されエネルギーに変換されるまでに時間がかかりますが、砂糖は摂取する

とすぐにブドウ糖と果糖に分解され、ブドウ糖は血液に入り、数分のうちに血糖値を上げ、疲労を回復します。

２．夏こそ必要! ストレスに負けないビタミン類
　しかし、疲労回復のためにいつも以上に摂った糖分を処理するために、ビタミンB1がたくさん消費されます。

ビタミンB1が不足すると、イライラしたり、疲れやすくなりますので、ビタミンB1を多く含む豚肉を、ニンニク、

ニラ、ネギなどと一緒に調理しましょう。

　また、夏の食事はあっさりしたものになりがちのため、脂溶性ビタミンであるビタミンＡの摂取量も不足します。

鰻はビタミンＡを豊富に含んでおり、土用の鰻は理にかなっていると言えます。

　暑さだけでなく、紫外線、室内と屋外の温度差などのストレスに打ち勝つためにはビタミンＣ、Ｅが必要です。

ビタミンＣはタンパク質と一緒に摂ると、さらに免疫力が高まります。ビタミン補給には夏野菜のトマトやオクラ、

ゴーヤ、かぼちゃ、ピーマン、果物などがいいでしょう。

３．積極的な水分補給を!
　脱水症を起こさないためには、喉が渇かなくても水分の積極的な補給が必要です。特に高齢者は体内の水分

量が減っているため、脱水症状を起こしやすいので注意しましょう。春頃と比べトイレの回数、つまり尿量が少な

いと感じたら水分補給が足りないかもしれません。

食事や水分補給に気をつけて、この夏を元気に過ごしましょう!

問
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【2007 どう守る! 富士見町のアツモリソウ】が開催されました
希少野生植物保護シンポジウム

 6月2日 コミュニティプラザにおいて、国や県で希少野生植物に指定され（レッド・デー

タブック登録）、富士見町で数株自生していることが確認されている「アツモリソウ」の

保護を考えるシンポジウムが開催されました。�

　第一部では、「富士見町の美しい花の咲く植物保護啓発ポスターコンクール」入選者

表彰式が行われ、最優秀賞と優秀賞受賞者に賞状と賞品が贈られました。

　第二部では、山形大学理学部の横山潤准教授が「アツモリソウをとりまく生き物たち

のつながり」と題して講演。アツモリソウが20年後絶滅する確立は94％、国内に存在す

る個体数は600と言われており、ここまで減少してしまうと自力で増えることはかなり

難しいことやアツモリソウについては花粉を運ぶ昆虫が未だに不明であり、まずはアツ

モリソウの育つ環境を整備することが必要であることなどをお話しいただきました。

�第三部のパネルディスカッションでは、5名のパネリストの皆さんから相変わらず盗掘がなくなっていないことや

シカの食害が相当深刻な状況であることが報告されました。また、

長野県では条例で特別指定して保護活動に力を注いでいること

やアツモリソウの増殖技術は相当確立されており、実用化の段階

にきていることなどが発表されました。

　アツモリソウ再生会議の中山会長は「かつて富士見町にたく

さん咲いていたアツモリソウを再生し、次世代へ引継ぐために皆

で一緒に頑張りたい」と決意を述べ、現在は特別な存在となって

しまったアツモリソウをどこでも見られるような「アツモリソウが

自生する町」を目指して、町民が一丸となり取り組む必要性を確

認しました。

詳しくは、新しいまちづくり係のホームページ　新まち通信
http://www.town.fujimi.nagano.jp をご覧ください

今 井 博 美さん
（南中学校栄養士）

『ポテ米ケーキ』

出展　今 井 博 美

大人の部

【材　料　パウンドケーキ型1ヶ分】

　　米粉：120ｇ　　きな粉またはアーモンド粉：40ｇ
　　ベーキングパウダー：小さじ1／2
卵：2ヶ　　砂糖：80ｇ
にんじん：40ｇ　　じゃがいも：150ｇ（1ヶ）　　サラダ油：50ｃｃ
バニラエッセンス：少々　　ブルーベリージャム：20ｇ

【作り方】
㈰じゃがいもとにんじんはすりおろしておく。
㈪卵をボールに割り、泡立てる。砂糖を2～3回
　に分けて入れる。
　（湯せんにかけて泡立てると良い）
㈫材料Ａの粉をふるいながら㈪へ入れ、さっく
　り混ぜる。
㈬㈫にじゃがいも・にんじん・油を混ぜ、バニラ
　エッセンスを数滴加え混ぜ、ケーキ型に流す。
㈭ジャムを水で少しのばし、マーブル状になる
　ように生地に混ぜる。
㈮170℃のオーブンで40分～50分焼く。

◆米粉を使った素朴な味わいのケー
キです。じゃがいもやにんじんが
入ってとってもヘルシー、ブルー
ベリージャムも手づくりのものを
加えたいですね。

◆当町はブルーベリーの栽培が盛ん
で、7月中旬から収穫できます。

～このコーナーに関する“ご意見ご感想”をお寄せください～

　　 総務課新しいまちづくり係　☎62-9328　　9328　E-mail：shinmachi@town.fujimi.nagano.jp

A

問 有
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全日本アツモリソウ展　開催

　5月25日から前・後期2回の日程で3回目と

なる全日本アツモリソウ展がパノラマ山頂レスト

ランで開かれ、期間中に延べ430点が展示され

ました。

　開会式で矢嶋町長は、「絶滅が心配されるア

ツモリソウを通して、人間が自然の中で敬虔に生

きることを考え直す機会にしたい。」とあいさつ。

　希少となってしまったアツモリソウの保護活

動に町ぐるみで取り組むと同時に、私たちも自然

界の一員であることをもう一度考えてみたいと

思います。

老大諏訪学部生 富士見で地域学習

　長野県老人大学の諏訪学部2年生110人は、

6月7日　富士見町コミュニティ･プラザを会場

に「地域で学ぶ」の課程を勉強しました。午前中

は図書館のしくみや利用法を勉強、また午後は、

富士見ゆかりの文学についての講演を聴講した

後、高原のミュージアムを見学しました。�

　机を並べて講義に聞き入る姿は真剣そのもの

で、皆さんそれぞれに学ぶ充実感を満喫されて

いるようでした。

水害に備えて 水防訓練実施

　6月10日　消防団員及び町職員およそ90人

が参加して水防訓練が行われました。

　今年度は、水害発生時に対策本部が設置され

る役場と各地区を結んだ情報伝達訓練を主に、

豪雨時の増水に備える河岸への土嚢積みの訓

練などが行われました。

　災害発生時は正確な情報の伝達が第一である

ことから、今後町では町内全域に同報無線の設

置を進めていきます。

入笠山開山祭

　6月3日 御所平峠駐車場において入笠山の開

山祭が開かれ、安全祈願の神事などが行われま

した。

�入笠中腹は一足遅く新緑を迎えており、これ

から始まる花の季節を大勢の皆さんに楽しんで

いただきたいと思います。

けい けん
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本郷小学校
全校で立場川のごみ拾い

　6月12日 本郷小学校で「立場川を美しくする

会」が開かれ、全校児童が立場橋上流から坪平

橋下流までの区間のごみ拾いを行いました。

　この活動は、青少年健全育成町民会議や富士

見高校農業クラブ、ＰＴＡ役員の皆さんのご協力

をいただき、10年以上続けられいるそうで、年々

ごみが減っているというすばらしい成果をあげ

ています。

　地道な活動、本当にありがとうございます。

新緑の風に乗って

八ヶ岳クロスカントリー

　6月3日 八ヶ岳陸上競技場において第3回富士

見高原八ヶ岳クロスカントリーが開催されました。

　3キロのファミリーコースから10キロコース

まで、4種目におよそ280人が参加。競技場周辺

の起伏の激しいコースを皆元気に走りぬきました。

「富士見町の美しい花を咲かせる植物」保護啓発ポスター
たくさんのご応募 ありがとうございました

　町とアツモリソウ再生会議では、絶滅寸前の富士見町のアツモリソウを保護す

るため、「富士見町のアツモリソウ保護条例」の制定や講演会、保護啓発ポスタ

ーの募集などを進めてきました。

　ポスターの募集には、小学校低学年から一般まで52点の応募があり、小学校

高学年の部では富士見小学校5年の清水天幸くん、中学生の部では富士見高原

中学校3年の久保川あゆみさん、一般の部では小林美絵さんが最優秀賞を受賞

しました。

　希少な存在となってしまったアツモリソウや自然に咲く美しい花々を守り育て

る活動を、より多くの皆さんに知っていただき、ご協力をお願いしたいと思います。

一般の部 〈最優秀賞〉
小林美絵 さん

中学生の部 〈最優秀賞〉
久保川あゆみ さん

小学校高学年の部 〈最優秀賞〉
清水天幸 くん

坪平橋下流のごみ拾い　1･2年生坪平橋下流のごみ拾い　1･2年生

「希少野生植物保護シンポ
ジウム」で行われた表彰式
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最 優 秀 賞

　演歌歌手・北山たけしさんが6月6日、田子・ス

ーパーデッキで「日本一ふるさとの夕陽コンサート」

を開催しました。今年2月に新曲「ふるさとの夕陽」

を発売した北山さんと、「ふるさとと言いたくなる

夕陽のまち」がキャッチフレーズの西伊豆町。“夕陽”

が縁でコンサートを開催するはこびとなりました。

　公演前には、藤井町長が北山さんを町の観光大

使に任命。北山さんは「西伊豆町の夕陽を見ると

勇気とパワーがもらえます。ここを第2のふるさと

と思って夕陽を広めたい」と意気込みを語りました。

　会場には、町内外から約2,500人の観客が集ま

り、「ふるさとの夕陽」含めた全11曲を熱唱、北山

さんの情感たっぷりの歌声に魅了され、コンサー

トは大盛況に終わりました。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『 アサギマダラ 』
平　出　イ チ 子    （烏帽子）

◆町 の 人 口　6月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,529人（±0）
　　　　　　　男 7,629人（－2）　女 7,900人（＋2）
　　　　　　　世帯数／5,666世帯（＋3）
◆発　行　日　平成19年7月1日
◆編集・発行　富士見町役場
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

　 井戸尻考古館　☎64-2044　　5323

その他部門【いろいろ景観賞】

「日本一ふるさとの夕陽コンサート」 開 催

　「広報作る人変わったの？」 表紙を見てそう思われた方もい

らっしゃるかと思います。実は、アドベンチャーレースの日、険し

い山道の入り交った50キロのコースをひたすらペダルを踏む

選手の皆さんを一日撮影させていただき、今だにその感動が

心から離れないのです。�

　グリーンシーズンになり、地図を片手に町内を走るバイカー

の皆さんを見かけるようになりました。気軽に声をかけ合える、

そんな町になったらいいなあと思う今日この頃です。（Ｙ．Ｏ）

　満開の古代ハスを鑑賞しながら、さわやかな夏の

朝のひとときを過ごしませんか。

　参加費や事前の申し込みは不要ですので、お誘

い合わせてお出かけください。

観蓮会のご案内

◆7月22日（日）
� 8：00～� 受 付 ・ あいさつ
� 8：15～09：15�ハスの鑑賞と解説
� 9：15～10：30�野点、地元野菜の直売�
� � 蓮の葉茶などのサービス

問 有


